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IT の調査会社ガートナーは技術革新に関するハイプサイクルを定期的に発表している。ハイプとは過剰あるいは誇大な

広告という意味だ。IT は技術革新が早い。そして新しい技術が生まれるたびに、過剰あるいは誇大な広告でもてはやそう

とする思惑が生まれる。それは自社を高値で売却したい起業家や株式ブームに乗ろうとする証券会社などが主体となる。 

ハイプサイクルは、IT の技術革新が一定のパターンをたどることから、演繹的にガートナーが定型化したものだ。それは、

（１）技術革新が起こる黎明期、（２）過度に期待が高まるピーク期、（３）期待がはげ落ちる幻滅期、（４）技術革新が社会に浸

透する啓発期、（５）技術革新が社会に恩恵をもたらす生産性の安定期、という推移を辿る。２０００年前後の IT革命に始ま

り、光通信、ネットワーク化、クラウド、スマホ、４Gや５G、生成がつく前のAI、ＡIスピーカー、スマートグラス、デジタルツイ

ン、メタバース、エッジコンピューティング、など実績は豊富だ。 

ハイプサイクルは期待で経営されるため、同じく期待を織り込む関連銘柄の株価サイクルとほぼ同じ動きをする。生成が

つく前の AI 関連では、約５年前が（２）過度に期待が高まるピーク期から（３）期待がはげ落ちる幻滅期に移行する時期だ

った。一度は完全に期待が崩れたものの、今は（４）技術革新が社会に浸透する啓発期、にあると想定される。生成 AI は、

このハイプサイクルを修正する形で、新たに２０２３年春頃に（１）技術革新が起こる黎明期、から始まったと考えられる。 

ガートナーは２０２３年１０月に最新の生成 AI に関するハイプサイクルを発表した（注をご参照）。結論的に言うと、今は 

（２）過度に期待が高まるピーク期で、これから（３）期待がはげ落ちる幻滅期への端境期に入る。あくまで予測のため、上記

の（１）から（５）がいつ到来するかの時期には幅がある。しかし、ハイプサイクルそのものは、技術革新の内容に応じて期待

感の高さや幻滅感の底の深さに差異はあっても、期待という人間心理に根差しているので大きな違いはないと見込まれる。 

最近、世界中で生成 AI 関連の株価が大きく崩れた。原因は、生成 AI を使うと大幅なコスト削減になる、革新的なクリエ

イトが生まれる、といったイメージが少し崩れて来たことだ。実は、本当にこれらを実現した企業はほとんどない。粘着性の

高い物価の高止まりを受けた長期金利の上昇が、株価が崩れるきっかけの１つにはなった。しかし、根本的な問題は、期待

感の高さに投資家が高所恐怖を感じ始めたことだろう。 

少し前に生成 AI で作った夜の東京を歩く女性という動画が話題になった。しかし、これに今の高い株価が織り込むよう

な高い収益を生む使い道はあるのだろうか。もう 10 年も前にグーグルの AI が猫を識別できるようになったと話題になっ

た。革命的だと評価されたが、結局はこれに高い収益を生む使い道はなかったのではないか。株式市場には、過度な期待

ともいえる夢を織り込む性質がある。生成 AI に対して夢が膨らむのは、おかしなことではない。ただ同時に夢が実現する

かどうかのリアリティチェックは常に必要だ。そろそろ投資家の本音が、イメージ先行の夢や期待ではなく、事業会社による

生成 AIを使った成果の具体的な実績の数値を早く見たい、に移るタイミングだろう。 

これから企業の決算発表が始まる。注目すべきは生成 AI 関連のデータセンターや半導体関連の業績だけではない。生

成 AI を使って成果を出す事業会社が本当にあるのかどうかだ。２０世紀カリフォルニアのゴールドラッシュでは、儲けたの

はスコップとバケツ売りだけだったとされている。スコップとバケツを買って金の採掘をした人は、余りに多くの人が殺到し

たため儲けた人はほとんどいないとされているのだ。この実例に当てはめると、生成 AI はスコップとバケツ、金を採掘する

人は生成AIを使って高い収益を出そうとする事業会社に相当する。こうして当てはめることで高い収益が本当に出るかど

うかのリアリティチェックを行うことが重要なのである。（脱稿４月２２日）                             以上 

注）https://www.gartner.co.jp/ja/newsroom/press-releases/pr-20231012 
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